
令和８年 ７ 月 1 2 日 ( 日 )

奈良地方気象台

警報レベルの変更と
自主防災組織の役割
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大雨による災害ってどんな災害がある?

土砂災害

浸水害

大雨
洪水災害

崖崩れ
山の斜面や自然の急傾斜
の崖、人工的な造成によ
る斜面が突然崩れ落ち
る
土石流
山腹や川底の石や土砂が
集中豪雨などによって
一気に下流へと押し流
される

内水氾濫
大雨等による地表水の増
加に排水が追いつかず、
用水路、下水溝などがあ
ふれて氾濫したり、河川
の増水や高潮によって排
水がうまくおこなわれず
に、住宅や田畑が水につ
かる

外水氾濫
大雨や融雪などを原
因として、河川の流
量が異常に増加する
ことで、堤防の決壊
や河川の水が堤防を
越えたりすることに
より起こる氾濫
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警
戒
レ
ベ
ル

状況
住民が

とるべき行動

行動を促す
情報

(避難情報等)

警戒
レベ
ル
相当
情報

防災気象情報

洪水等に関する情報

土砂災害 高潮害指定河川
洪水予報
（河川毎）

洪水害
（市町村毎）

大雨浸水害
（市町村毎）

５
災害発
生又は
切迫

命の危険
直ちに安全確保！

緊急安全
確保

５
相
当

氾濫発生情報
大雨特別警報
（浸水害）

大雨特別警報
（土砂災害） 高潮氾濫発生情報

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

４
災害の
おそれ高
い

危険な場所から
全員避難 避難指示

４
相
当

氾濫危険情報 土砂災害警戒情報
高潮特別警報
高潮警報

３
災害の
おそれ
あり

避難に時間を要する
人は早めに避難、
避難の準備など

高齢者等
避難

３
相
当

氾濫警戒情報 洪水警報
大雨警報
（浸水害）

大雨警報
（土砂災害）

警報に切り替える
可能性が高い
高潮注意報

２
気象
状況
悪化

避難行動を確認
２
相
当

氾濫注意情報 ※洪水注意報 ※大雨注意報 ※高潮注意報

１
今後気象
状況悪化
のおそれ

災害への心構えを
高める

１
相
当
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警戒レベルとは

住民が災害時にとるべき避難行動が直感的にわかるよう避難情報等を５段階の警
戒レベルに整理。
（平成30年７月豪雨の教訓を踏まえ、令和元年出水期から運用開始。）

警戒レベル 現在の防災気象情報（警戒レベル相当情報）

※印がついた、洪水注意報、大雨注意報、高潮注意報は、「警戒レベル２」の情報である

市町村は、
警戒レベル
相当情報
などを参考
に、避難指
示等の発令
を判断する

洪水、大雨、
高潮注意報

早期注意情報

防災気象情報と警戒レベルとの関係が分かりづらいという課題があり、「防災気象情報に関する検討会」
において2年半かけて検討。その最終とりまとめ（令和6年6月）に沿って防災気象情報を改善。
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５段階の警戒レベルと防災気象情報

令和８年５月29日 運用開始

警戒
レベル

市町村 気象台
住民が

とるべき行動避難情報等
河川氾濫
１級河川などの
大きな河川の氾濫

大雨
低地の浸水や

大河川以外の氾濫

土砂災害
急傾斜地のがけ崩れや

土石流

高潮
海水面の上昇や

波の打上げによる浸水

５ 緊急安全確保
５
相
当

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報

命の危険
直ちに安全確保！

＜警戒レベル４までに危険な場所から かならず避難！＞

４ 避難指示
４
相
当

レベル４
氾濫危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
高潮危険警報

危険な場所から
全員避難

３ 高齢者等避難
３
相
当

レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

避難に時間を要する人
は早めに避難、避難の
準備など

２ （気象台が発表する情報→）
レベル２

氾濫注意報
レベル２

大雨注意報
レベル２

土砂災害注意報
レベル２

高潮注意報

避難行動を確認（避
難場所や避難ルート、
避難のタイミングなど）

１ （気象台が発表する情報→） 早期注意情報 災害への心構えを高める
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段階的に発表される防災気象情報

3時間前3日前5日前 12時間前

警戒レベル相当情報・
その他の注意報・警報・特別警報

気象解説情報

時系列情報（明日までの警報等の見通し）

キキクル

気象防災速報

早期注意情報（警報級の可能性）

2日前

 気象台では、予測可能性に応じて段階的に防災気象情報を発表。
 段階的に発表される様々な防災気象情報を防災対応の判断に活用することが重要

 早期注意情報や時系列情報等は、心構えを高め、事前の体制確保の検討に活用。
 警戒レベル相当情報やキキクル、気象防災速報は、避難の判断や後押しに活用



5日先までの警報級の現象の可能性を、奈良県北部・南部に分けて発表

3日先～5日先まで

11時、17時に発表
明後日まで

5時、11時、17時に発表

［高］:警報発表中、又は、警報を発表するような現象発生の可能性が高い状況。
［中］: ［高］より可能性が高くないが、警報を発表するような現象発生の可能性がある状況。

早期注意情報（警報級の可能性） １警戒
レベル

最新の防災気象
情報等に留意

災害への心構えを早めに高め、今後発表される「気象解説情報」等に留意
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気象解説情報
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気象解説情報（台風第○号）

気象解説情報（大雨※）

府県気象解説情報（大雨） 第１号
令和○年○月２３日１６時２０分 奈良地方気象台発表

奈良県では、２５日午前中は土砂災害、低い土地の浸水や河川の増水に十分注意してください。
・・・・・・・・・・（略）・・・・・・・・・・

［雨の予想］
奈良県では、南部を中心に２４日夜遅くから２５日午前中にかけて局地的に非常に激しい雨が降る見込み
です。
２４日に予想される１時間降水量は多い所で、
北部 ２０ミリ
南部 ５０ミリ

・・・・・・・・・・（略）・・・・・・・・・・

気象解説情報（線状降水帯半日前予測）

※何に着目した情報なのかがわかるよう括弧内にキーワードを付す

気象解説情報の例

現在・今後の気象状況や災害発生の危険度の見通しなどを網羅的に解説

イメージ



台風に関する情報（台風経路図の見方)

現在位置

予報円

予 報 円 70％の確率で台風の中心が位置すると予想される範囲

暴 風 域 平均風速25m/s以上の風が吹くか、吹く可能性がある範囲

強 風 域 平均風速15m/s以上の風が吹くか、吹く可能性がある範囲

暴風警戒域 台風の中心が予報円内に進んだときに暴風域に入るおそれがある範囲

25m/s以上
の暴風域

15m/s以上
の強風域

暴風警戒域
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台風の強さと
雨の量は無関係



明日までの警報等の見通しを市町村ごとに発表

時系列情報
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 警報等の発表に関わらず、翌日までの３時間毎または日毎の見通しを提供
 発表時間は、 05時､11時､17時､23時
 今後の見通しが大きく変わった場合などには、必要に応じて修正情報を発
表

時系列情報の気象庁ホームページにおける表示イメージ

注意報基準を超えると予想される時間帯
(高潮については、注意報発表の可能性が
ある時間帯)

災害切迫

危険

警戒

注意

特別警報基準を超えると予想される時間帯

危険警報基準を超えると予想される時間帯
(土砂災害、高潮については、危険警報発表
の可能性がある時間帯)

警報基準を超えると予想される時間帯
(土砂災害、高潮については、警報発表の
可能性がある時間帯)

※対象要素：
大雨、土砂災害、風、波、高潮、雷、乾燥、大雪、融雪、濃霧、着氷、着雪、なだれ、低温、霜
（下線部の要素は日毎の見通しを提示）
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警戒レベル相当情報（河川氾濫）

予報区 基準観測所 関係する市町村

大和川
上流

板東
大和郡山市、三郷町、斑鳩町、安堵町、川西町、王寺町、河合町、広陵町、
天理市、三宅町

木津川
上流

岩倉 奈良市（京都府：笠置町、南山城村、和束町 三重県：伊賀市）

名張川 名張 宇陀市、山添村（三重県：名張市）

紀の川

五條 五條市（和歌山県：橋本市、九度山町、かつらぎ町かつらぎ）

三谷 （和歌山県：かつらぎ町かつらぎ、紀の川市、岩出市、和歌山市）

船戸 （和歌山県：岩出市、紀の川市、和歌山市）

奈良県に関係する予報区と関係市町村

洪水予報河川を対象に河川ごとに発表

警戒
レベル 情報の名称

５相当 レベル５ 氾濫特別警報

４相当 レベル４ 氾濫危険警報

３相当 レベル３ 氾濫警報

２ レベル２ 氾濫注意報



河川周辺の雨水が河川の水
位が高くなったため排水できず
に発生。

発生地域は堤防の高い河川
の周辺に限定される。

警戒レベル相当情報（大雨）

内水氾濫と洪水予報河川以外の外水氾濫を対象に市町村ごとに発表
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警戒レベル 情報の名称 （警戒レベルごとの）住民がとるべき行動

５相当 レベル５ 大雨特別警報 命の危険 直ちに安全確保！

４相当 レベル４ 大雨危険警報 危険な場所から全員避難

３相当 レベル３ 大雨警報 避難に時間を要する人は早めに避難、避難の準備など

２ レベル２ 大雨注意報 避難行動を確認

氾濫型の内水氾濫 湛水型の内水氾濫洪水予報河川※以外の
外水氾濫

短時間強雨等により雨水の排水
能力が追いつかず、発生する浸水。

河川周辺地域とは異なる場所でも
発生する。

河川の水位が上昇し、堤防
を越えたり破堤するなどして
堤防から水があふれ出す。

対象とする現象

※大和川上流、紀の川
木津川上流、名張川



警戒レベル相当情報（レベル４大雨危険警報）

氾濫型の内水氾濫

①氾濫型内水氾濫 ②洪水予報河川以外の外水氾濫 ③湛水型内水氾濫

対象

•対象エリアを、下記に限定

• 雨水出水浸水想定区域等

のうち床上浸水相当の浸水

が想定される区域

• その他、自治体が避難を要

する浸水を想定する区域

•対象河川を、下記に限定

•洪水浸水想定区域を有する河川

• その他、自治体が避難を要する洪

水を想定する河川

•過去に湛水型内水氾濫により重大な災

害が発生し、かつ、以下の条件を満たす

河川

周辺に浸水想定区域（洪水または雨水出

水）を有する河川

その他、自治体が周辺で避難を要する浸水を

想定する河川

発表
基準

•対象区域内で複数格子(3

格子)紫が出現したとき（浸

水キキクル）

（R8は、宇陀市、三郷町、王

寺町、三宅町、天川村で運用）

•対象河川で複数格子(3格子)紫

が出現したとき（洪水キキクル）

（R8全市町村で運用）

•現行基準では設定なし

（R９以降の運用を検討）

〇 大雨危険警報は全員避難が必要となる警戒レベル４に相当する情報であることか
ら、市町村において避難情報を発令する際に対象を絞りやすくするため、発表対象とな
るエリア・河川 を絞りこむ

湛水型の内水氾濫洪水予報河川※以外の
外水氾濫 ※大和川上流、紀の川

木津川上流、名張川

12



警戒レベル相当情報（土砂災害）

避難等に必要な時間（リードタイム）を考慮して市町村ごとに発表
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警戒レベル 情報の名称 発表のタイミング

５相当 レベル５ 土砂災害特別警報
レベル５の基準に到達し、さらに激しい雨が降り続く
と予想される場合に発表（リードタイムなし）

４相当 レベル４ 土砂災害危険警報 レベル４の基準に到達する2時間前に発表

３相当 レベル３ 土砂災害警報 レベル４の基準に到達する３時間前※に発表

２ レベル２ 土砂災害注意報 レベル２の基準に到達する６時間前に発表

※：4～6時間先までにレベル４基準に到達すると予想が可能な場合にも発表

レベル３警報は、レベル４危険警報の
予告的な扱い！

土砂災害に関する警戒レベル３相当及び４相当情報の

発表回数の比較（令和5年6～9月のデータに基づく）

1,61

6 

280 

1,22

9 

1,33

1 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

発表回数

警戒レベル４到達

警戒レベル３相当どまり

レベル４に至らないレベル３情報の発表回数が減る

レベル３警報が発表されたら、レベル４危険警報が
発表される可能性が高い状況

（回）

情報改善前 情報改善後



警戒レベル相当情報（土砂災害）
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対象とする現象

崖崩れ 土石流

山の斜面や自然の急傾斜の崖、人工的

な造成による斜面が突然崩れ落ちること

山腹や川底の石や土砂が集中豪雨など

によって一気に下流へと押し流される現象



その他の注意報・警報・特別警報

これまでと同様に市町村ごとに発表

特別警報 暴風、大雪、暴風雪

警報 暴風、大雪、暴風雪

注意報
強風、大雪、風雪
濃霧、雷、乾燥、なだれ、着氷、着雪、霜、低温、融雪

 警戒レベル相当情報（河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮）以外の特別警報・警報・注意
報は、これまでと変わりません。

 これら情報について、気象庁ホームページ等では、特別警報は黒、警報は赤を用いるが、警戒
レベルには相当しないことに留意してください。
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気象防災速報

顕著現象が発生または発生しつつある場合に発表

気象防災速報（線状降水帯発生）

気象防災速報（記録的短時間大雨）

気象防災速報（竜巻注意/竜巻目撃）

気象防災速報（線状降水帯直前予測）

 極端な現象を速報的に伝える
 警戒レベル相当情報やそれ以外の警報・注意報を補足

数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を、観測・解析したときに発表

大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中、線状の降水帯により非常に
激しい雨が同じ場所で実際に降り続いている状況を解説

およそ2～3時間後に線状降水帯発生の可能性が高まっている場合に発表
（次スライドで解説）

竜巻などの激しい突風に対して注意を呼びかける情報
16



気象防災速報

気象防災速報（線状降水帯直前予測）

線状降水帯となる２～３時間前を目標に予測

奈良県北部では、今後３時間以内に線状降水帯が発生し、非常に激しい雨が同じ
場所で降り続く可能性が高まっています。命に危険が及ぶ災害の危険度が非常に高
まるおそれがあります。

情報のイメージ

危険が高まっている地域の把握には

線状降水帯予測マップ

線状降水帯となり、災害をもたらす
大雨のおそれがある大まかな領域を

２～３時間前を目標に
図情報で表示

イメージ

イメージ
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線状降水帯

奈良県では、過去に2023年6月2日、2023年9月21日に発生しました。

次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列をなした、組織化した積乱雲群によって、
数時間にわたってほぼ同じ場所を通過または停滞することで作り出される、線状に伸びる
長さ50～300km程度、幅20～50km程度の強い降水をともなう雨域を線状降水帯
といいます。



キキクル

 「土砂災害」（土砂キキクル）、「浸水害」（浸水キキクル）、「洪水災害」（洪水キキクル）
の危険度を地図上で表示

 5月下旬からは、浸水キキクルと洪水キキクルを重ね合わせた大雨キキクルの提供を開始
 避難情報発令地域の絞り込みに活用できる。

どこで災害の危険度が高まっているか、地図上に表示

浸水キキクル洪水キキクル

【新規】大雨キキクル

現行の浸水と洪水メッシュの
危険度を重ね合せた危険度

土砂キキクル

ボタンにより大雨キキク
ル、浸水キキクル、洪水
キキクルを切替え表示

ボタンにより大雨キキクル、
浸水キキクル、洪水キキク
ルを切替え表示
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住 民

キキクル（危険度分布）

市町村

レベル５
氾濫、大雨、土砂災害

特別警報

警報・注意報等

等

危険度の
高まりを
伝える

危険な地域
を視覚的
に確認

レベル２
氾濫、大雨、土砂災害

注意報

レベル３
氾濫、大雨、土砂災害

警報

レベル４
氾濫、大雨、土砂災害

危険警報

キキクルで
危険な地域を確認

キキクルと警報・注意報の役割



斑鳩町ハザードマップ（https://www.town.ikaruga.nara.jp/0000002024.html）

https://www.town.ikaruga.nara.jp/0000002024.html
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まとめ

• ５月29日から運用を開始した新たな防災気象情報
では、警報等の名称に「レベル」がつきます。

• 気象台では、防災気象情報を段階的に発表します。

• 災害の危険度が高まっている場所の確認には、「キキ
クル」を活用してください。

• 気象台の情報を活用して大雨に備えてください。

奈良県の早期注意情報
（スライド６参照）

斑鳩町の気象警報・注意報
（スライド1０～15参照）

キキクル(危険度分布)
（スライド1９～20参照）

今後の予想を含めた最新の情報は、気象庁ホームページの以下のコンテンツでご確認ください。



参考資料



トップページ・全国の防災情報（スマホ）
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あなたの街を変更する（スマホ）
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斑鳩町の防災情報(大雨・台風)（スマホ）
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斑鳩町の防災情報(キキクル)（スマホ）
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午前中 午後

00時 03時 06時 09時 12時 15時 18時 21時 24時

時間を表す用語、雨の強さを表す用語

1時間雨量
(ミリ)

10以上
～20未満

20以上
～30未満

30以上
～50未満

50以上
～80未満

80以上

予報用語 やや強い雨 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

時間を表す用語

雨の強さを表す用語

未明 明け方 朝 昼前 昼過ぎ 夕方
夜の
はじめ頃 夜遅く

＊季節に関係なく使用

日中
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